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起床時間は 7 時～8 時の子どもが最も多く、ほと
んどの子どもが朝食を毎朝食べている。夕食につい
ては、食事時間に幅があり、早い子どもは 17 時ま
でに食事を済ませており、遅い子どもは 20 時以降
に食べていることもある。朝食を食べる相手は、子
どもだけで食事をする家庭もあったが、夕食ではそ
のケースは少ない。また、就寝時間は 21 時前後に
集中していた。 
（２）幼稚園・保育所を選ぶ理由 
幼稚園・保育所の選択においては大半の家庭が慎
重に考えている（「よく考えた」56.7％、「まあ考え
た」35.6％）。過半数の人が理由として挙げているの
は、「雰囲気が良い」「たくさん遊ばせてくれる」と
いった全体的な印象が多く、次いで「保育内容・教
育内容が良い」「先生達が信頼できる」といった園で
の保育内容や保育者の姿勢を重視していることが窺
われる。それに加えて、「家から近い」「評判が良い」
「給食がある」「施設や遊具が充実」「きょうだいが
通っている」「通園バスがある」といった利便性に関
連するものが続いていた。 
（３）幼稚園・保育所に期待すること 
 幼稚園・保育所の選択理由として重視されていた
のが保育内容であったが、では、具体的に何を期待
しているのだろうか。幼稚園・保育所に期待するこ
とを 12項目挙げ、4件法で答えてもらった。最も期
待されていたのは、「友達と仲良くする」「ルールや
決まりを守る」「挨拶や礼儀を守る」といった社会性
や人間関係に関連する内容であった。一方、「芸術的
能力」「文字や数を教える」といった知育に関する内
容はあまり期待されてはいなかった。 
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